
令和（元）年度

人体について学ぼう

教科名等
□国語　□社会　□算数/数学　□理科　□生活　□音楽　□図画工作/美術　□家庭/技術・家庭　□体育/保健体育
□特別の教科　道徳　□外国語/外国語活動　□総合的な学習の時間　□特別活動　□自立活動　■各教科等を合わせた指導
□その他の教科　□その他（　　　　　　　）

単元・題材名 人体について学ぼう

授業の目標
体について理解を深めることで、自分の体について興味を持ち、健康的な生活を送るために自分で考えていく一助に
する。

学力の３要素 ■「知識及び技能」　□「思考力・判断力・表現力等」　□「主体的に学習に取り組む態度」

□通常の学級　□通級による指導　□特別支援学級　■特別支援学校
□就学前　□小学生　□中学生　■高校生以降
□特定されない

（　２　）年　（　１５　）人

対象の障害 □視覚障害　□聴覚障害　■知的障害　□肢体不自由　■病弱・身体虚弱　□言語障害　□自閉症
■情緒障害　□ＬＤ（学習障害）　□ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害）　□その他

□見ること　□聞くこと　□話すこと　□読むこと　■書くこと　□動くこと　■コミュニケーションをすること　□気持ちを表現するこ
と
■落ち着くこと・集中すること　□概念（時間、大きさ等）を理解すること　■学習（計算、推論等）すること　□その他

プリントに集中して書き込みをすることが苦手。
周りと協調することが苦手。
学習内容を理解することが苦手。　など

Aコミュニケーション支援（□A1意思伝達支援　□A2遠隔コミュニケーション支援）
B活動支援（■B1情報入手支援　□B2機器操作支援　□B3時間支援）
C学習支援（■C1教科学習支援　□C2認知発達支援　□C3社会生活支援）
D実態把握支援（□D1実態把握支援）

体の部位（「目、鼻など外から見える部分」「内臓」「筋肉」「骨」など）やその働きについて学習する。
書くことが苦手だったり、落ち着いてプリントに取り組めなかったりする生徒に対して、人体模型、実験など関心を持て
るようにするための様々なバリエーションの中の一つとして、iPadを活用する。
人体模型実物では立体的で組み立てることが難しい場合、iPadで平面的にドラッグ操作することで内蔵の場所などの
把握がしやすくなるという点が有効である。

使用した支援機器等教
材の名称と画像

iPad、アプリ「あそんで学べる人体模型パズル」

授
業
展
開

授業展開・支援の手立て

知的障害・病弱の生徒が混在し、理解力に差があるので、目や鼻、口など簡単な部位から学んでいくことで、取り組
みやすくした。
また、分かる生徒が分からない友達に教えていく場面を設定し、プリントに記入するだけでなく人体模型だけで理解で
きなかった場合にiPadのアプリを利用して内蔵の場所を理解できるようにしたり、iPadを使って内蔵の仕組みについて
調べたり、実験をしたりするなどし、座学だけにならないような授業づくりになるようにした。

効
果
・
評
価

子供の様子や変容
および授業の評価

iPad のアプリを活用した場面では、座学でプリントに記入する内容に飽きていた生徒や、理解力に乏しくプリント学習
に拒否反応を示していた生徒も意欲的に学習できたり、プリント学習が早く終わった生徒が時間を持て余さないよう
にできたりなど効果的な利用ができた。

支
援
機
器
等
教
材
の
活
用
に
つ
い
て

活用の意図

支援機器等教材活用実践事例フォーマット

実践年度・タイトル

授
業
に
つ
い
て

学
習
集
団
と
子
供
の
実
態

学校・学部・学年・人数

子供の困難さ


